
作成日：2023 年 5 月 23 日 

 

島根県立中央病院で診察を受けられる患者さんへ 
 

当院では、以下の研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、ご自身の試料・情報を研究目的に利用されるこ

とを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

ただし、すでに解析を終了している場合には研究データからあなたの情報を削除できない場合

がありますので、ご了承ください。 

研究題目 授乳と内服の両立についての調査 

研究期間 当院病院長許可日 ～ 2023 年 12 月 31 日 

対象患者 2006 年 7 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日までに当院受診し薬剤師による

面談などの介入のあった妊婦、授乳婦さんとそのお子さん。 

2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 までに当院で出産した方の中で何

らかの薬を使用しながら授乳をされた方とそのお子さん。（産後検診ま

たは産後すこやか外来を受診された方） 

調査対象期間 2006 年 7 月 1 日 ～ 2023 年 4 月 30 日 

研究機関の名称 島根県立中央病院 

当院研究責任者 薬剤局 横手 克樹 

意義・目的 内服と授乳の両立がどの程度可能であったのかを知ることで今後の相

談業務に活かしていきたいと考えます。 

研究の方法 

 

電子カルテより、「利用する情報の項目」を収集します。 

抽出データを基に、産後検診・すこやか外来受診時に母乳栄養を継続

されていた方、母乳栄養を継続されなかった方の情報と、乳児の診察

結果から以下の因子の関連性について検討します。 

因子：薬の種類、疾患の種類、出産週数、乳児の発育状況 

利用・提供する試

料・情報の項目 

識別コード、生年月(or 年齢)、入院・外来の別、身長、体重、合併症、

既往歴、現病歴、常用薬 等 

試料・情報の他機

関への提供の有無 

試料・情報の他施設への提供 なし  

 

個人情報の保護 当院における個人情報保護の基本方針に準じて行います。 

結果の公表 研究の結果は、第 62 回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 

中国四国支部学術大会にてポスター発表をする予定です。 

備考  

******* お問い合わせ先 ******* 

島根県立中央病院 

薬剤局 横手 克樹 

（主担当：布野 優子） 

電話：0853‐22‐5111 

 

事務担当：臨床研究・治験管理室 

電話：0853-30-6590（直通） 

   ******************************** 


